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「
も
の
派
」
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
登
場
し
た
現
代
日
本
美
術
の
一
動
向
で
あ
る
。
本

稿
は
、
こ
の
「
も
の
派
」
に
お
け
る
自
然
体
験
と
身
心
変
容
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

「
も
の
派
」
と
は
何
か
。
建
畠
晢
は
「
も
の
派
―
―
近
代
の
ア
ポ
リ
ア
」（
二
〇
一
〇
年
）

で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
さ
て
も
の
派
の
事
実
上
の
出
発
点
と
み
な
せ
る
の
は
、

一
九
六
八
年
一
〇
月
の
第
一
回
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
（
神
戸
）
に
出
品
さ
れ
た
関
根

伸
夫
の
《
位
相
‐
大
地
》
と
題
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
作

品
の
制
作
過
程
で
立
ち
現
れ
た
土
の
存
在
の
圧
倒
的
な
迫
力
が
、
事
前
の
構
想
を
し
の
い
で

し
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
時
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う1

」
。 

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
ま
ず
「
も
の
派
」
の
出
発
点
と
さ
れ
る
関
根
伸
夫
の
《
位
相
‐
大
地
》

（
図1

）
の
成
立
過
程
を
辿
っ
て
み
よ
う
。 
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《
位
相
‐
大
地
》
の
成
立
前 

 

関
根
伸
夫
（
一
九
四
二
‐
）
は
、
埼
玉
の
高
校
時
代
の
一
九
六
〇
年
前
後
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の
洗
礼
を
受
け
る
。
後
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
か
ら

は
、
美
術
は
単
な
る
美
の
追
求
で
は
な
い
こ
と
や
、
絵
画
描
写
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
具
象

性
が
解
消
さ
れ
う
る
こ
と
等
を
学
ん
だ
と
い
う
。
関
根
は
、
特
に
ジ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ト
リ
エ

の
「
人
質
」
シ
リ
ー
ズ
に
興
味
を
持
ち
、
フ
ォ
ー
ト
リ
エ
を
特
集
し
た
『
み
づ
ゑ
』
一
九
六

〇
年
二
月
号
で
彼
を
近
代
西
洋
の
終
焉
を
告
げ
る
作
家
と
評
し
て
い
た
斎
藤
義
重
（
一
九
〇

四
‐
二
〇
〇
一
）
に
も
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
近
所
に
あ
っ
た
禅
寺
を
通
じ

て
禅
や
日
本
庭
園
に
も
親
し
ん
で
い
る
。 

一
九
六
二
年
に
、
関
根
は
東
京
の
多
摩
美
術
大
学
絵
画
科
油
画
専
攻
に
入
学
す
る
。
当
初

は
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
調
の
絵
画
を
制
作
し
て
い
た
が
、
心
底
か
ら
実
感
の
こ
も
っ
た
自
分
自

身
の
テ
ー
マ
や
立
脚
点
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
、
空
手
部
で
身
心
の
鍛
錬
に
熱
中
し
て
い
た
。

し
か
し
、
吉
沢
忠
の
日
本
美
術
史
の
講
義
を
通
じ
て
、
伝
統
的
な
日
本
美
術
の
感
じ
方
や
考

え
方
を
真
剣
に
自
作
の
中
心
に
据
え
る
べ
き
と
い
う
啓
示
を
受
け
、
長
期
休
暇
を
利
用
し
て

京
都
や
奈
良
へ
頻
繁
に
実
地
研
修
を
行
う
。
そ
し
て
、
上
賀
茂
神
社
、
銀
閣
寺
、
龍
安
寺
、

東
大
寺
等
の
寺
社
仏
閣
を
始
め
、
日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
建
築
・
庭
園
等

を
本
来
の
生
活
環
境
の
中
で
総
合
的
に
学
ん
で
い
る
。 

 

障
壁
画
や
水
墨
画
、
庭
園
、
工
芸
、
建
築
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
見

た
た
め
か
、
日
本
美
術
が
そ
の
後
、
僕
に
与
え
た
影
響
は
計
り
し
れ
な
い
だ
ろ
う
。
気
に

な
る
日
本
美
術
は
な
ん
で
も
見
て
や
ろ
う
式
の
、
こ
の
体
験
が
、
実
感
と
し
て
自
分
で
意
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識
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
僕
に
「
日
本
美
術
」
を
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
さ

せ
る
よ
う
だ2

。 

 

一
九
六
四
年
に
、
関
根
は
多
摩
美
大
に
新
た
に
教
授
と
し
て
着
任
し
た
斎
藤
義
重
に
師
事

す
る
。
斎
藤
は
ロ
シ
ア
構
成
主
義
や
ダ
ダ
イ
ズ
ム
等
の
影
響
下
に
、
戦
前
か
ら
絵
画
と
彫
刻

の
両
方
で
制
作
を
行
っ
た
日
本
の
抽
象
芸
術
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
こ
の
当
時
は
主
に
合
板

を
重
ね
合
わ
せ
た
大
型
レ
リ
ー
フ
状
の
半
立
体
作
品
を
発
表
し
て
い
た
（
図2

）
。
既
に
大
学

入
学
以
前
か
ら
斎
藤
の
文
筆
や
作
品
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
関
根
は
、
彼
に
非
常
に
熱
心
に

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。 

斎
藤
は
、
関
根
に
抽
象
絵
画
を
基
礎
か
ら
教
え
直
し
、
再
現
性
の
残
る
具
象
性
と
純
粋
に

自
律
し
た
抽
象
性
の
差
異
を
厳
密
に
教
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
関
根
に
と
っ
て
、
絵
画
描

写
に
お
け
る
対
象
性
の
有
無
や
、
絵
画
描
写
自
体
の
虚
構
性
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
具
象

性
が
特
定
の
意
味
を
持
つ
の
に
対
し
、
抽
象
性
は
特
定
の
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
で
か
え
っ

て
多
様
な
意
味
を
包
含
し
う
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
斎
藤
は
関
根
に
、
ア

ー
ト
は
何
ら
か
の
形
で
空
間
の
意
味
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
ア
ー
ト
は
コ
ン
セ
プ

ト
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
完
成
し
た
作
品
の
解
釈
は
自
由
で
多
様
で
あ
る
べ
き
こ
と
等

も
教
え
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
斎
藤
は
関
根
に
、
西
洋
と
日
本
の
現
代
美
術
の
最
新
動
向
に
加
え
て
、
現
代
西

洋
の
科
学
・
哲
学
や
東
洋
の
古
典
的
な
老
荘
思
想
等
も
含
む
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
識
を

教
授
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
美
術
に
も
時
代
特
有
の
中
心
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
は
同

時
代
の
科
学
・
哲
学
と
も
通
底
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
上
で
文
化
に
は
欧
米
の
最
新
流
行

一
辺
倒
と
は
別
の
方
向
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
多
摩
美
大
時
代
に
、
関
根
は
助
手
と
し
て
斎
藤
の
展
覧
会
用
の
合
板
に
よ
る
大
型
レ

リ
ー
フ
状
の
半
立
体
作
品
の
制
作
も
手
伝
っ
て
い
る
。
ま
た
、
斎
藤
の
他
の
門
下
生
と
し
て

は
、
関
根
の
多
摩
美
大
の
後
輩
で
後
に
「
も
の
派
」
と
呼
ば
れ
る
、
吉
田
克
朗
（
一
九
四
三

‐
一
九
九
九
）、
小
清
水
漸
（
一
九
四
四
‐
）、
本
田
真
吾
（
一
九
四
四
‐
）
、
成
田
克
彦
（
一

九
四
四
‐
一
九
九
二
）、
菅
木
志
雄
（
一
九
四
四
‐
）
等
も
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
頃
の
日
本
現
代
美
術
の
主
流
は
、
「
日
本
概
念
派
」
と
呼
ば
れ
る
主
知
主
義
的
傾
向

で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
芸
術
の
既
成
形
式
を
疑
う
「
反
芸
術
」
の
流
れ
の
中
で
、

様
々
な
知
的
な
前
衛
的
実
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
動
向
を
牽
引
す
る
芸
術
家
が
、

同
じ
東
京
画
廊
に
属
し
斎
藤
の
後
輩
的
存
在
で
あ
る
高
松
次
郎
（
一
九
三
六
‐
一
九
九
八
）

で
あ
っ
た
。 

高
松
は
、
赤
瀬
川
原
平
や
中
西
夏
之
と
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
あ
る
「
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン

タ
ー
」
の
前
衛
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
並
行
し
て
、
個
人
作
家
と
し
て
は
根
源
的
な
造
形
要
素

の
批
判
的
探
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
作
品
は
非
常
に
理
知
的
で
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
く
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
一
年
の
「
点
」
シ
リ
ー
ズ
（
図

3

）
は
平
面
上
の
点
が
空
間
上
で
は
高
さ
や
幅
や
奥
行
を
持
つ
こ
と
を
、
一
九
六
二
年
の
「
紐
」
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シ
リ
ー
ズ
（
図4

）
は
平
面
上
の
線
が
空
間
上
で
は
厚
み
や
奥
行
を
持
つ
こ
と
を
、
一
九
六

四
年
か
ら
始
ま
る
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
（
図5

）
は
平
面
上
の
影
が
空
間
上
は
外
部
の
存
在
を

暗
示
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
空
間
に
お
け
る
実
体

オ
ブ
ジ
ェ

と
虚
像

イ
メ
ー
ジ

の
差
異

を
錯
視
的
に
表
現
す
る
連
作
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

こ
の
頃
、
代
表
的
な
美
術
評
論
家
の
中
原
佑
介
は
、
こ
の
高
松
の
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
の
斬

新
さ
に
つ
い
て
、「
一
種
の
ト
ロ
ン
プ
・
ル
イ
ユ
に
他
な
ら
な
い
」
が
、
従
来
の
よ
う
に
「
画

面
の
〈
な
か
〉
に
物
体
が
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
描
く
」
の
で
は
な
く
、「
画
面
の
〈
そ
と
〉

に
物
体
や
人
間
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
覚
さ
せ
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る3

。
こ
の

よ
う
に
、
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
高
松
は
一
躍
日
本
現
代
美
術
界
の
中

心
的
存
在
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
九
六
六
年
に
、
関
根
は
多
摩
美
大
大
学
院
油
画
研
究
科
に
進
学
す
る
。
そ
し
て
、
斎
藤

や
高
松
の
影
響
下
に
、
現
代
美
術
の
中
心
テ
ー
マ
が
新
し
い
空
間
表
現
に
あ
る
と
考
え
、
作

品
を
精
力
的
に
発
表
し
始
め
る
。
一
九
六
六
年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
制
作
し
た
「
消
去
」

シ
リ
ー
ズ
（
図6

）
は
、
人
が
椅
子
に
腰
か
け
た
り
階
段
に
並
ん
だ
り
し
て
い
る
写
真
を
キ

ャ
ン
バ
ス
に
投
影
し
、
椅
子
や
階
段
を
消
去
し
て
摸
写
す
る
油
彩
作
品
で
、
人
が
空
中
に
浮

遊
し
て
い
る
よ
う
な
奇
妙
な
視
覚
効
果
を
狙
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
七
年
に
制

作
し
た
「
時
空
概
念
」
シ
リ
ー
ズ
（
図7

）
は
、
変
形
的
に
裁
断
し
た
合
板
パ
ネ
ル
に
視
角

の
異
な
る
物
体
を
重
ね
描
き
的
に
摸
写
し
て
、
四
次
元
的
に
同
時
化
さ
れ
た
不
思
議
な
時
空

概
念
を
提
示
す
る
油
彩
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
高
松
と
は
別
の
形
で
空
間
に
お
け
る

実
体
と
虚
像
の
差
異
を
錯
視
的
に
表
現
す
る
連
作
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

一
九
六
七
年
に
、
高
松
は
先
の
〇
次
元
的
な
「
点
」
を
問
う
「
点
」
シ
リ
ー
ズ
、
一
次
元

的
な
「
線
」
を
問
う
「
紐
」
シ
リ
ー
ズ
、
二
次
元
的
な
「
面
」
を
問
う
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
の

延
長
と
し
て
、
三
次
元
的
な
「
奥
行
」
を
主
題
化
す
る
「
遠
近
法
」
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
む
。

こ
れ
は
、
平
面
上
の
一
点
透
視
遠
近
法
が
空
間
上
で
は
奇
妙
な
短
縮
と
歪
曲
を
生
じ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
、
や
は
り
空
間
に
お
け
る
実
体
と
虚
像
の
差
異
を
錯
視
的
に
表
現
す
る
作
品

で
あ
っ
た4

。
そ
の
一
つ
で
あ
る
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
》（
図

8

）
を
、
高
松
は
同

年
九
月
の
「
第
五
回
パ
リ
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
出
品
予
定
で
あ
り
、
制
作
を
補
助
す
る

助
手
を
探
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
高
松
と
交
流
の
あ
っ
た
斎
藤
の
紹
介
に
よ
り
、
関
根
が
そ

の
助
手
を
約
半
年
間
務
め
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
助
手
期
間
中
に
、
関
根
は
高
松
の
制
作
を
直
接
手
伝
い
様
々
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と

で
、
逆
に
高
松
と
は
異
な
る
自
分
自
身
の
方
向
性
を
見
出
す
。
具
体
的
に
は
、
既
に
斎
藤
を

通
じ
て
得
て
い
た
位
相
数
学
の
知
識
に
基
づ
き
、
高
松
の
一
点
透
視
遠
近
法
を
め
ぐ
る
問
題

意
識
が
ま
だ
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
を
超
え
る
非
ユ
ー

ク
リ
ッ
ド
的
な
位
相
幾
何
学
の
新
し
い
空
間
認
識
を
主
題
化
し
始
め
る
。
そ
こ
に
は
、
位
相

幾
何
学
が
西
洋
の
最
先
端
の
知
見
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
流
体
的
な
考
え
方
が
生
き
方
の

理
想
を
水
の
融
通
無
碍
さ
に
見
る
東
洋
の
古
典
的
な
老
荘
思
想
に
も
通
じ
る
の
で
、
自
ら
が
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リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
文
化
的
伝
統
に
根
差
し
つ
つ
国
際
的
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
目
指

す
意
味
合
い
も
あ
っ
た5

。 

こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
、
合
板
に
よ
る
大
型
レ
リ
ー
フ
状
の
「
位
相
」
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
。
こ
れ
は
主
に
、
あ
る
立
体
を
作
っ
て
途
中
で
切
断
し
、
平
面
上
に
接
合
し
て
一
定
の

角
度
か
ら
眺
め
た
と
き
に
立
体
が
完
成
し
て
見
え
る
よ
う
に
補
筆
す
る
と
い
う
半
立
体
作

品
で
あ
っ
た
。
位
相
幾
何
学
で
は
、
一
つ
の
形
体
は
ど
の
よ
う
に
歪
ん
で
も
同
一
の
「
相
」

が
変
容
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
連
作
も
、
見
る
角
度
に
よ
り
立
体
の
形
状
が
柔
軟

に
変
化
す
る
位
相
幾
何
学
的
な
空
間
概
念
の
表
象
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
大
型
レ
リ
ー
フ
状
の
「
位
相
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
約
半
年
間
で
合
計
一
三
作
品
制
作
さ

れ
る
。
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
《
位
相 

N
o
.4

》
（
一
九
六
八
年
）（
図

9

）
は
、
見
る
角
度

に
よ
り
円
筒
体
の
形
状
が
緩
や
か
に
変
化
し
て
見
え
る
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
大
型
レ
リ
ー
フ
状
の
「
位
相
」
シ
リ
ー
ズ
は
主
に
円
筒
体
を
モ
テ
ィ

ー
フ
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
立
方
体
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
的
な
一
点
透
視
遠
近
法
を

意
識
さ
せ
る
の
に
対
し
、
円
筒
体
は
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
を
表
現
す
る
の
に
適
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
表
面
が
原
色
の
蛍
光
色
で
着
色
さ
れ
た
の
も
、

錯
視
の
効
果
を
高
め
て
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

こ
の
《
位
相 

N
o
.4

》
は
、
関
根
が
多
摩
美
大
大
学
院
を
卒
業
し
た
翌
月
の
一
九
六
八
年

四
月
に
開
か
れ
た
「
ト
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
展
―
―
盗
ま
れ
た
眼
」
（
東
京

画
廊
・
村
松
画
廊
）
に
出
品
さ
れ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
美
術
評
論
家
の
中
原
佑
介
と
石
子

順
造
の
共
同
企
画
に
よ
り
「
見
る
こ
と
」
自
体
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
石
子
に

よ
れ
ば
、
副
題
の
「
盗
ま
れ
た
眼
」
と
は
、
絵
画
に
お
い
て
は
眼
が
実
体
と
し
て
の
絵
具
や

支
持
体
で
は
な
く
描
か
れ
た
虚
像
を
見
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た6

。

こ
の
た
め
、
出
品
作
品
は
錯
視
芸
術
的
傾
向
が
強
く
、
出
品
作
家
の
中
心
は
こ
の
動
向
を
代

表
す
る
高
松
で
あ
り
、
彼
の
出
品
作
品
で
あ
る
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
の
《
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
た

女
の
影
》
（
一
九
六
五
年
）
（
図5

）
や
「
遠
近
法
」
シ
リ
ー
ズ
の
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー

ブ
ル
》(

一
九
六
七
年)

（
図

8

）
が
こ
の
展
覧
会
の
方
向
性
を
よ
く
示
し
て
い
た
。
そ
の
他

の
出
品
作
家
も
、
関
根
を
始
め
と
し
て
、
視
覚
上
の
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
を
追
求
す
る
高
松

の
影
響
下
の
作
家
達
が
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
関
根
の
《
位
相 

N
o
.4

》

も
見
る
角
度
に
よ
り
形
状
の
変
わ
る
錯
視
芸
術
の
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
え

る
。 関

根
は
、
翌
五
月
の
「
第
八
回
現
代
日
本
美
術
展
」
（
東
京
都
美
術
館
）
で
、
同
様
の
大

型
レ
リ
ー
フ
状
の
《
位
相 

N
o
. 6

》（
一
九
六
八
年
）（
図1

0

）
を
出
品
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
賞

を
受
賞
す
る
。
こ
の
作
品
も
、
同
じ
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
を
主
題
と
し
、
や
は
り
見
る

角
度
に
よ
り
円
筒
体
の
外
観
が
連
続
的
に
変
容
す
る
半
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
が

「
彫
刻
」
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
関
根
は
そ
の
約
四
ヵ
月
後
の
一
〇
月
の
「
第

一
回
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
現
代
彫
刻
展
」
（
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
）
に
出
品
招
待
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
時
、
い
わ
ゆ
る
「
彫
刻
家
」
で
は
な
い
関
根
が
出
品
招
待
さ
れ
た
の
は
、
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こ
の
野
外
現
代
彫
刻
展
が
過
去
の
経
歴
や
画
壇
的
地
位
に
関
係
な
く
実
力
の
あ
る
若
手
作

家
を
積
極
的
に
招
待
し
た
と
い
う
事
情
も
働
い
て
い
た7

。 

 

２ 

《
位
相
‐
大
地
》
の
成
立 

こ
の
一
九
六
八
年
の
六
月
か
ら
八
月
の
三
ヵ
月
間
に
、
関
根
は
他
の
四
つ
の
展
覧
会
に
出

品
す
る
多
忙
さ
に
加
え
、
意
識
的
に
彫
刻
作
品
を
制
作
し
た
経
験
も
一
度
も
な
か
っ
た
た
め

に
、
会
期
の
約
一
ヵ
月
前
に
展
覧
会
事
務
局
が
集
荷
先
を
問
い
合
わ
せ
て
き
た
時
に
も
ま
だ

作
品
案
さ
え
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
関
根
は
咄
嗟
に
現
地
で
作
品
を
制
作
す
る
と

返
答
す
る
。
そ
れ
か
ら
約
一
ヵ
月
間
、
関
根
は
野
外
制
作
で
あ
る
こ
と
や
資
金
や
技
術
が
十

分
で
は
な
い
と
い
う
不
利
な
条
件
を
有
利
に
転
換
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

様
々
な
知
識
や
経
験
を
集
約
し
て
懸
命
に
構
想
を
練
る
。
最
終
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
思
い
浮

か
ん
だ
時
に
は
、
集
中
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
山
手
線
を
二
周
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う

（
山
手
線
一
周
の
乗
車
時
間
は
約
一
時
間
）。 

そ
の
結
果
、
《
位
相
‐
大
地
》
と
い
う
題
名
で
、
地
面
に
巨
大
な
円
筒
状
の
穴
を
掘
り
、

同
一
の
視
野
に
入
る
そ
の
傍
に
、
掘
り
出
し
た
土
を
同
じ
大
き
さ
の
巨
大
な
円
筒
状
に
盛
り

固
め
る
と
い
う
作
品
案
が
生
ま
れ
る
。
関
根
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ま
る
で
土
塊
の
円
筒
体
が
地

下
か
ら
地
上
に
引
き
抜
か
れ
た
よ
う
な
《
位
相
‐
大
地
》
も
ま
た
、
引
き
続
き
位
相
幾
何
学

的
空
間
認
識
を
主
題
と
す
る
一
つ
の
思
考
実
験
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
は
「
地
球

に
穴
を
あ
け
、
そ
こ
か
ら
永
え
い
と
土
を
掘
り
出
す
と
、
い
つ
し
か
地
球
は
卵
の
殻
状
態
に

な
る
、
さ
ら
に
表
皮
を
つ
か
み
出
す
と
地
球
は
反
転
し
ネ
ガ
の
地
球
に
な
っ
て
し
ま
う8

」

と
い
う
空
想
過
程
の
一
局
面
を
示
す
一
種
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
で
あ
っ
た
。 

そ
の
一
方
で
、
こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
の
作
品
案
に
は
、
様
々
な
東
洋
思
想
の
影
響
も
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず
こ
こ
で
も
位
相
幾
何
学
の
柔
軟
な
空
間
解
釈
と
、
生
き
方
の
理
想
を

柔
軟
な
水
に
喩
え
る
老
子
の
無
為
自
然
の
思
想
が
相
関
し
て
い
た
。
ま
た
、
万
物
の
生
成
消

滅
は
陰
と
陽
の
相
補
的
調
和
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
陰
陽
思
想
も
投
影
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
人
生
の
真
理
や
世
界
の
本
質
的
構
造
を
、
禅
の
公
案
が
不
立
文
字

を
重
視
す
る
よ
う
に
、
言
語
的
説
明
に
よ
っ
て
で
は
な
く
造
形
的
直
観
を
通
じ
て
表
現
す
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
の
技
術
上
の
最
大
の
難
問
は
、
盛
り
上
げ
た
土
を
崩
れ
な
い
よ
う

に
円
筒
体
と
し
て
固
め
る
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
位
相
幾
何
学
や
東
洋
思
想
的

な
問
題
意
識
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
実
現
す
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
関
根
は
東
京

大
学
工
学
部
に
問
い
合
わ
せ
て
土
に
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
固
め
る
と
い
う
手
法
を
学
ん
で

い
る
。
関
根
は
、
後
輩
の
吉
田
克
朗
と
小
清
水
漸
と
二
人
の
友
人
女
性
に
声
を
掛
け
、
彼
等

が
助
手
と
し
て
制
作
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
六
歳
の
誕
生
日
前
後
の
関
根
を
最
年
長

と
し
て
、
他
の
四
人
の
参
加
者
達
も
全
員
二
〇
代
の
若
者
で
あ
っ
た
。 

展
覧
会
会
場
と
な
る
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
で
、
関
根
ら
は
適
当
な
広
さ
の
あ
る
場
所
を
探

し
て
作
業
に
取
り
掛
か
る
。
ま
ず
、
地
面
に
コ
ン
パ
ス
で
直
径
二
．
二
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
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描
い
て
ス
コ
ッ
プ
で
円
筒
状
に
土
を
掘
り
出
す
。
ま
た
、
そ
の
直
径
の
二
倍
離
れ
た
場
所
に
、

同
じ
直
径
の
円
形
を
描
い
て
垂
木
を
立
て
、
そ
の
内
側
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
張
っ
て
円
筒
状
の
型

枠
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
掘
り
出
し
た
土
を
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
な
が
ら
積
み
入
れ
て

踏
み
固
め
て
い
く
。 

こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
当
初
の
気
宇
壮
大
な
構
想
を
示
す
た
め
に
あ
る
程
度
の
ス
ケ

ー
ル
感
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
円
筒
体
の
高
さ
は
現
地
調
達
す
る
ベ
ニ
ヤ
板
の
全
国

標
準
サ
イ
ズ
の
九
〇
セ
ン
チ
を
三
倍
に
し
た
二
．
七
メ
ー
ト
ル
と
決
ま
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
円
形
の
直
径
も
二
．
二
メ
ー
ト
ル
と
割
り
出
さ
れ
て
い
た
。
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
型

枠
が
内
部
の
土
の
圧
力
で
弾
け
そ
う
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
枠
を
荒
縄
で
縛
っ
て
水

を
か
け
て
収
縮
さ
せ
る
と
い
う
工
夫
も
取
ら
れ
て
い
る
。
凸
凹
共
に
土
が
う
ま
く
固
ま
っ
た

の
は
、
現
場
の
真
砂
土
と
い
う
硬
め
の
土
質
が
適
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。 

制
作
期
間
は
一
週
間
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
三
日
目
頃
に
完
成
ま
で
に
時
間
が
不
足
す
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
、
関
根
は
会
場
設
営
の
労
務
者
達
の
協
力
を
得
て
、
重
機
や
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
も
導
入
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
、
見
事
に
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
に
な
る
。 

最
終
作
業
と
し
て
凸
部
の
型
枠
を
外
し
、
円
筒
状
に
固
ま
っ
た
巨
大
な
土
の
塊
が
出
現
す

る
と
、
そ
の
物
凄
い
迫
力
に
現
場
は
一
瞬
静
寂
に
包
ま
れ
る
。
関
根
の
回
想
に
よ
る
と
、
当

初
の
思
考
実
験
の
構
想
の
壮
大
さ
以
上
に
、
現
実
の
巨
大
な
土
の
塊
に
は
圧
倒
的
な
存
在
感

が
あ
り
、
作
者
の
関
根
自
身
で
さ
え
驚
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
（
図1

1

）
。 

 

目
の
前
に
現
れ
た
土
魂
の
存
在
感
が
も
の
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。
そ
の
存
在
感
っ
て
い

う
の
は
、
尋
常
じ
ゃ
な
か
っ
た
ね
。
凸
と
凹
の
一
対
の
円
筒
の
大
地
が
、
あ
る
距
離
を
置

い
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
凸
凹
が
厳
密
な
の
で
、
微
妙
だ
け
ど
あ
る
精
妙
な
存
在
感
を

発
生
さ
せ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
見
え
た
こ
と
は
、
物
質
感
や
材
質
感
が
存
在
性
を
獲

得
し
た
状
態
性
そ
の
も
の
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
方
法
論
も
美
術
の
な
か
で
あ
り

得
る
ん
だ
、
と
確
信
で
き
た
。
提
示
す
る
物
質
に
存
在
感
を
発
揮
さ
せ
て
、
そ
れ
を
も
っ

て
美
術
の
表
現
と
す
る
手
法
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
皆
そ
の
晩
は
飲
み
な
が
ら
語
り

合
い
ま
し
た9

。 

  

こ
の
こ
と
は
、
高
松
次
郎
か
ら
関
根
伸
夫
へ
と
繋
が
る
、
峯
村
敏
明
が
指
摘
す
る
「
存
在

を
問
う
美
術
の
系
譜1

0

」
に
お
い
て
、
追
求
す
る
重
心
が
観
念
か
ら
実
在
へ
移
行
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
元
々
存
在
を
追
求
す
る
と
い
う
問
題
意
識
に
お
い
て
高
松
と
関
根

は
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、
高
松
が
あ
く
ま
で
も
錯
視
的
に
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
を
表
現

し
た
の
に
対
し
、
関
根
は
即
物
的
に
実
体
そ
の
も
の
を
表
現
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
例
え
ば
高
松
の
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
》
が
素
材
よ
り
も
コ
ン
セ
プ
ト
を

視
覚
的
に
理
解
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
関
根
の
《
位
相
‐
大
地
》
は
コ
ン
セ
プ
ト

よ
り
も
素
材
を
視
覚
だ
け
で
は
な
く
全
身
で
感
得
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。 
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こ
の
場
合
、
関
根
が
元
々
絵
画
専
攻
だ
っ
た
た
め
に
、
素
材
の
物
理
的
制
約
を
前
提
と
せ

ず
に
自
由
に
作
品
構
想
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
そ
の
作
品
構
想
の
壮
大
さ

に
導
か
れ
て
、
《
位
相
‐
大
地
》
の
土
塊
や
大
穴
が
人
の
伸
長
を
凌
駕
す
る
巨
大
さ
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
い
う
素
材
自
体
の
発
現
に
有
利
に
働
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ

う
し
た
方
向
性
の
自
覚
に
は
、
関
根
が
大
学
時
代
に
空
手
に
熱
中
し
て
身
体
性
に
鋭
敏
に
な

っ
て
い
た
こ
と
や
、
斎
藤
か
ら
絵
画
描
写
に
お
け
る
対
象
性
の
有
無
や
絵
画
描
写
自
体
の
虚

構
性
に
つ
い
て
深
く
学
ば
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
有
益
に
働
い
た
と
い
え
る
。 

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
関
根
達
は
ま
だ
そ
の
方
向
性
を
直
観
す
る
だ
け
で
明
確
に
理

論
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
に
い
た
。
そ
れ
で
も
、《
位
相
‐
大
地
》
の
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
、

彼
等
に
最
早
こ
の
方
向
性
か
ら
後
戻
り
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
ほ
ど
決
定
的
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

結
果
的
に
、
《
位
相
‐
大
地
》
は
こ
の
展
覧
会
で
朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る
。
な
お
、

関
根
は
会
期
終
了
後
の
《
位
相
‐
大
地
》
の
扱
い
に
つ
い
て
、
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
や

東
洋
思
想
的
諸
行
無
常
の
観
点
か
ら
、
凸
部
の
土
塊
を
凹
部
の
大
穴
に
埋
め
戻
す
よ
う
に
展

覧
会
事
務
局
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
地
面
の
原
状

復
帰
ま
で
が
一
つ
の
制
作
過
程
で
あ
り
、
単
な
る
消
滅
で
は
な
く
「
有
」
の
余
韻
を
内
包
し

た
「
無
」
の
状
態
性
を
も
っ
て
完
成
す
る
作
品
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。 

 

３ 

《
位
相
‐
大
地
》
の
成
立
後 

 

《
位
相
‐
大
地
》
は
、
発
表
直
後
は
一
般
に
は
ま
だ
「
ト
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
展
」
の
延
長
上
で
、
視
覚
上
の
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
を
示
す
作
品
と
し
て
解
釈
さ
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
実
体
の
土
塊
の
円
筒
体
に
対
し
、
大
穴
が
虚
像
の
円
筒
体
を
表
現
し
て
い

る
錯
視
芸
術
と
し
て
批
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
関
根
が
間
も
な
く
東
京
で
会
っ
た
、
日
本
大
学
で
哲
学
を
専
攻
し
て
い
た

韓
国
出
身
の
李
禹
煥
（
一
九
三
六
‐
）
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
西
田
幾
多
郎
等
の
思
想
を
援
用

し
て
新
た
に
現
象
学
的
解
釈
を
提
出
す
る
。
つ
ま
り
、
意
識
主
体
が
表
象
を
通
じ
た
対
象
化

に
よ
り
客
体
的
事
物
を
存
在
さ
せ
る
と
い
う
近
代
西
洋
の
人
間
中
心
主
義
に
基
づ
く
合
理

的
な
主
客
二
元
論
は
、
科
学
技
術
及
び
経
済
の
飛
躍
的
な
発
達
を
も
た
ら
し
た
が
、
人
間
と

自
然
の
乖
離
を
招
い
た
上
に
、
今
日
で
は
人
間
が
事
物
の
自
律
的
な
肥
大
化
に
逆
支
配
さ
れ

る
疎
外
状
況
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
人
間
は
主
客
分
離
以
前
の
あ
り
の
ま

ま
の
新
鮮
な
世
界
を
回
復
す
べ
き
で
あ
り
、
芸
術
に
お
い
て
は
観
念
表
象
的
創
造
行
為
を
廃

し
て
開
か
れ
た
世
界
を
直
接
鮮
明
に
知
覚
さ
せ
る
構
造
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る1

1

。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
「
出
会
い
」
の
実
例
と
し
て
関
根
の
《
位
相
‐
大
地
》
を
賞
揚
し
た
の
で
あ
る1

2

。 

こ
う
し
た
李
の
現
象
学
的
解
釈
は
、
世
界
を
様
々
な
「
相
」
か
ら
な
る
構
造
体
と
捉
え
る

位
相
幾
何
学
的
空
間
解
釈
の
点
で
も
、
素
材
そ
の
も
の
の
即
物
的
迫
力
と
の
直
接
的
邂
逅
の

点
で
も
、
関
根
の
問
題
意
識
と
大
い
に
通
じ
合
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
関
根
は
李
を
周
囲
の
後
輩
達
に
紹
介
し
、
彼
等
は
二
年
近
く
連
日
あ
る
い
は
数
日
お



8 

き
に
集
ま
っ
て
盛
ん
に
議
論
を
重
ね
、
精
力
的
に
作
品
を
発
表
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
ず
、
関
根
は
《
位
相
‐
大
地
》
発
表
の
翌
月
の
一
九
六
八
年
一
一
月
に
、
「
第
五
回
長

岡
現
代
美
術
館
賞
展
」（
長
岡
現
代
美
術
館
）
に
《
位
相
‐
ス
ポ
ン
ジ
》（
図

1
2

）
を
出
品

し
て
大
賞
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
は
、
大
型
の
円
筒
体
の
ス
ポ
ン
ジ
が
頭
上
の
鉄
板
の
重
み
で

一
定
の
形
状
を
保
ち
つ
つ
歪
ん
で
見
え
る
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
も
、
元
々
は
位
相
幾

何
学
的
空
間
認
識
か
ら
出
発
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ
の
形
体
変
化
を
「
相
」
の
変
容
と
し
て
示
す

作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
巨
大
な
軽
く
柔
ら
か
い
ス
ポ
ン
ジ
が
巨
大
な
重
く
硬
い
鉄
板

に
押
し
潰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
即
物
的
な
実
在
的
迫
力
も
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。 

続
い
て
、
関
根
は
一
九
六
九
年
四
月
に
東
京
画
廊
で
開
い
た
個
展
で
《
空
相
‐
油
土
》（
図

1
3

）
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は
、
画
廊
内
に
二
．
五
ト
ン
の
大
量
の
油
土
を
い
く
つ
か
の
巨
大

な
量
塊
の
ま
ま
配
置
し
、
鑑
賞
者
は
そ
れ
ら
を
自
由
に
触
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
作
品
で

あ
っ
た
。
こ
の
作
品
も
、
元
々
は
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
か
ら
出
発
し
て
、
搬
入
か
ら
会

期
終
了
ま
で
の
油
土
の
形
体
変
化
を
「
相
」
の
変
容
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
作
品
は
従
来
の
芸
術
制
作
に
お
い
て
は
脇
役
に
過
ぎ
な
か
っ
た
素

材
が
主
役
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
物
的
な
実
在
的
迫
力
が
強
烈
に
自
己
主
張
す
る
作
品
で

も
あ
っ
た
。 

な
お
、
こ
の
《
空
相
‐
油
土
》
か
ら
、
関
根
は
作
品
の
題
名
を
単
に
「
相
」
が
変
容
す
る

と
い
う
よ
り
も
無
限
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
「
空
相
」
と
変
更
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
空
」
と
は
、
イ
ン
ド
数
学
の
「
０
（
ゼ
ロ
）
」
や
仏
教
の
般

若
心
経
の
「
空
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
単
な
る
「
虚
」
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

包
含
し
た
「
実
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
《
位
相
‐
大
地
》
が
会
期
終
了
後
に

凸
部
の
土
塊
が
凹
部
の
大
穴
に
埋
め
戻
さ
れ
る
こ
と
で
、
単
な
る
消
滅
で
は
な
く
「
有
」
の

余
韻
を
内
包
し
た
「
無
」
の
状
態
性
を
実
現
し
た
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
関
根
は
一
九
六
九
年
五
月
の
「
第
九
回
現
代
日
本
美
術
展
」（
東
京
都
美
術
館
）

に
《
空
相
‐
水
》（
図

1
4

）
を
出
品
す
る
。
こ
れ
は
、
直
径
一
．
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
．

二
メ
ー
ト
ル
の
円
筒
体
と
、
縦
一
．
六
メ
ー
ト
ル
、
横
二
．
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
セ
ン

チ
の
直
方
体
の
黒
い
鉄
製
の
二
つ
の
容
器
に
、
溢
れ
る
寸
前
ま
で
水
を
張
っ
た
作
品
で
あ
っ

た
。
こ
の
作
品
も
、
元
々
は
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
か
ら
出
発
し
て
、
円
筒
体
と
直
方
体

が
同
体
積
で
あ
る
こ
と
で
水
の
形
体
変
化
を
「
相
」
の
変
容
と
し
て
提
示
す
る
作
品
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
で
、
そ
の
二
つ
の
巨
大
な
鉄
製
容
器
と
そ
こ
に
湛
え
ら
れ
た
大
量
の
水
は
や
は

り
体
感
的
な
実
在
的
迫
力
も
強
く
感
受
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
約
半
年
後

の
一
〇
月
の
「
第
六
回
パ
リ
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
も
出
品
さ
れ
て
グ
ル
ー
プ
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
関
根
は
一
九
六
九
年
八
月
に
「
第
一
回
現
代
国
際
彫
刻
展
」
（
箱
根
彫
刻
の
森

美
術
館
）
に
《
空
相
》（
図1

5

）
を
出
品
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞
す
る
。
こ
れ
は
、
巨

大
な
鏡
面
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
四
角
柱
の
上
に
巨
大
な
自
然
石
を
据
え
付
け
た
高
さ
二
．
五
メ

ー
ト
ル
の
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
も
、
元
々
は
位
相
幾
何
学
的
空
間
認
識
か
ら
出
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発
し
て
、
ス
テ
ン
レ
ス
柱
の
平
滑
な
直
方
体
か
ら
岩
石
の
い
び
つ
な
不
整
形
へ
の
形
体
変
化

を
「
相
」
の
変
容
と
し
て
意
識
さ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
頭
上
に
圧
倒
的
重

量
の
物
体
が
存
在
す
る
の
で
や
は
り
体
感
的
な
実
在
的
迫
力
も
強
く
顕
示
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
関
根
は
、
翌
一
九
七
〇
年
六
月
に
こ
れ
を
さ
ら
に
巨
大
に
し
た
高
さ
四
．
五
メ
ー
ト

ル
、
岩
石
重
量
一
六
ト
ン
規
模
の
《
空
相
》（
図1

6

）
を
「
第
三
五
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ヴ

ィ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
出
品
し
て
国
際
的
な
評
判
を
得
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
約
二
年
間
半

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
て
個
展
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
ら
の
関
根
の
作
品
は
い
ず
れ
も
、
位
相
幾
何
学
的
な
空
間
解
釈
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、

そ
の
巨
大
な
即
物
的
迫
力
に
よ
り
鑑
賞
者
に
実
在
的
存
在
性
を
体
感
さ
せ
る
連
作
で
あ
っ

た
と
い
え
る1

3

。 

 

ま
た
、
関
根
の
周
囲
の
作
家
達
も
、
《
位
相
‐
大
地
》
で
示
唆
さ
れ
た
方
向
性
を
試
行
錯

誤
し
つ
つ
様
々
に
追
求
し
て
い
る
。
特
に
、
《
位
相
‐
大
地
》
の
制
作
を
直
接
手
伝
っ
た
吉

田
と
小
清
水
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
吉
田
は
巨
大
な
紙
の
四
隅
に
石
を
載
せ
た
《C

u
t-o

ff 

(p
a

p
e
r w

e
ig

h
t)

》（
一
九
六
九
年
）（
図1

7

）
等
を
、
小
清
水
は
巨
大
な
紙
袋
に
巨
石
を
入

れ
た
《
か
み
》
（
一
九
六
九
年
）
（
図

1
8

）
等
を
制
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
等
の
周
囲
の

本
田
真
吾
、
成
田
克
彦
、
菅
木
志
雄
も
こ
の
動
向
に
合
流
し
、
本
田
は
部
屋
一
杯
に
張
っ
た

巨
大
な
布
の
中
央
に
石
を
載
せ
た
《N

o
. 

1
6

》
（
一
九
六
九
年
）
（
図

1
9

）
等
を
、
成
田
は

巨
大
な
木
材
を
炭
化
さ
せ
た
《S

U
M

I

》（
一
九
六
九
年
）（
図2

0
）
等
を
、
菅
は
水
に
浮
か

べ
た
巨
大
な
板
の
上
に
石
を
並
べ
た
《
状
況
律
》（
一
九
七
一
年
）
（
図

2
1

）
等
を
発
表
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
李
も
実
作
者
と
し
て
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
上
に
巨
石
を
載
せ
た
《
現
象
と

知
覚

B

（
改
題
後
は
《
関
係
項
》）
》（
一
九
六
八
年
）
（
図

2
2

）
等
を
制
作
し
、
さ
ら
に
旺

盛
な
執
筆
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
関
根
が
自
作
の
評
者
と
し
て
李
を
出
版
社
に
積
極
的
に
推

薦
し
た
こ
と
も
あ
り
、
李
は
一
九
六
九
年
六
月
か
ら
七
〇
年
一
月
ま
で
の
約
八
ヵ
月
間
に
一

〇
本
も
の
大
量
の
関
連
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

李
を
始
め
と
し
て
、
関
根
達
は
機
会
を
捉
え
て
自
分
達
の
作
品
を
で
き
る
だ
け
文
章
で
説

明
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
関
根
達
が
当
時
の
美
術
評
論
が
結
局
は
最
新
の
欧

米
美
術
の
動
向
の
紹
介
に
過
ぎ
ず
、
他
の
芸
術
家
達
も
そ
れ
に
追
従
し
て
い
る
こ
と
に
不
満

を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
関
根
達
の
合
言
葉
は
「
流
れ
を
変
え
よ
う
！
」
で
あ
り
、

彼
等
は
同
時
代
の
「
近
代
の
超
克
」
を
主
張
す
る
学
生
運
動
や
思
想
状
況
と
も
連
動
し
て
、

い
か
に
近
代
西
洋
を
超
え
て
東
洋
や
日
本
の
自
分
達
か
ら
独
自
な
も
の
を
発
信
で
き
る
か

を
目
指
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
自
己
表
明
の
取
り
組
み
は
、
彼
等
の
議
論
を
一
躍
有
名
に
し

た
『
美
術
手
帖
』
一
九
七
〇
年
二
月
号
の
特
集
座
談
会
「
発
言
す
る
新
人
た
ち
―
―
〈
も
の
〉

が
ひ
ら
く
新
し
い
世
界
」
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る1

4

。 

 

「
も
の
派
」
と
い
う
用
語
は
、
関
根
達
が
自
ら
名
乗
っ
た
運
動
名
で
は
な
く
、
結
局
彼
等

自
身
が
そ
の
名
を
冠
し
た
自
発
的
な
グ
ル
ー
プ
展
を
行
う
こ
と
も
一
度
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
座
談
会
を
始
め
と
し
て
、
彼
等
の
発
言
に
お
い
て
頻
出
す
る
「
も
の
」
と
い
う
言

葉
や
、
そ
の
で
き
る
だ
け
物
を
即
物
的
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
傾
向
か
ら
い
つ
し
か
広
ま
っ
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た
呼
称
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
初
は
そ
の
没
個
性
的
で
没
技
巧
的
な
手
法
に
対
す
る
蔑
称

で
あ
っ
た
が
、
錯
視
よ
り
も
実
在
を
強
調
す
る
と
い
う
意
味
で
は
要
点
を
捉
え
た
名
称
で
も

あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

要
約
す
る
な
ら
ば
、
《
位
相
‐
大
地
》
に
よ
っ
て
啓
示
さ
れ
た
「
も
の
派
」
と
は
、
一
九

六
〇
年
代
前
半
の
「
反
芸
術
」
が
も
た
ら
し
た
還
元
主
義
的
傾
向
の
一
方
の
極
で
あ
る
「
日

本
概
念
派
」
が
観
念
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
、
も
う
一
方
の
極
で
あ

る
実
在
を
重
視
す
る
芸
術
動
向
で
あ
っ
た
と
い
え
る1

5

。 

た
だ
し
、
そ
の
動
向
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
関
根
が
一
九
七
〇
年
の
半
ば
に
作
家
活
動
の

拠
点
を
海
外
に
移
し
た
た
め
に
、
そ
の
頃
か
ら
運
動
体
と
し
て
の
求
心
的
統
一
性
は
薄
れ
、

次
第
に
各
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
問
題
意
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

狭
義
の
「
も
の
派
」
と
呼
び
う
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
期
間
は
、
《
位
相
‐
大
地
》
発
表
の
一

九
六
八
年
一
〇
月
か
ら
約
二
年
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た1

6

。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
素
朴
で
禁
欲

的
な
表
現
手
法
は
普
遍
的
で
模
倣
も
し
や
す
か
っ
た
の
で
数
多
く
の
追
随
者
達
を
生
み
、
そ

の
展
示
空
間
を
巻
き
込
ん
で
展
開
す
る
表
現
形
式
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
主
流
で
あ
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
芸
術
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た1

7
。 

 

４ 

「
も
の
派
」
に
お
け
る
自
然
体
験
と
身
心
変
容 

 

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
改
め
て
「
も
の
派
」
に
お
け
る
自
然
体
験
と
身
心
変
容
の
問
題
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
特
に
、
「
も
の
派
」
の
原
点
で
あ
り
本
質
と
も
い
え
る
《
位

相
‐
大
地
》
（
図1

・1
1

）
を
集
中
的
に
分
析
す
る
。 

実
は
、
こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
に
は
、
東
洋
的
心
性
の
様
々
な
反
映
を
見
出
せ
る
。 

ま
ず
、《
位
相
‐
大
地
》
は
、
作
品
成
立
時
に
お
け
る
関
根
の
反
応
そ
の
も
の
に
東
洋
的

感
受
性
を
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、《
位
相
‐
大
地
》
が
全
貌
を
現
し
、
本
来
は
単
な
る
素

材
に
過
ぎ
な
い
土
（
土
塊
と
大
穴
）
の
実
在
的
迫
力
が
当
初
の
位
相
幾
何
学
的
コ
ン
セ
プ
ト

を
超
え
る
強
い
感
動
を
も
た
ら
し
た
際
に
、
関
根
が
そ
の
方
向
性
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く

肯
定
し
た
こ
と
自
体
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
関
係
し
て
、
高
階
秀
爾
は
、
一
般
に
西
洋
で
は
人
為
が
不
完
全
な
自
然
を
完

成
さ
せ
る
と
考
え
る
の
に
対
し
、
古
来
日
本
で
は
不
完
全
な
人
為
を
自
然
が
完
成
す
る
と
考

え
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
に
日
本
人
は
、
人
為
で
は
自
然
と

い
う
最
も
優
れ
た
も
の
に
到
達
で
き
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
ま
で
人
為
を
尽
く
し
た
後
は
自

然
の
仕
上
げ
に
任
せ
る
と
い
う
思
想
を
持
っ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
に

お
け
る
焼
物
の
制
作
で
は
、
作
者
の
初
期
構
想
の
み
な
ら
ず
焼
成
に
お
け
る
偶
然
の
効
果
が

重
宝
さ
れ
る1

8

。
す
な
わ
ち
、
形
の
歪
み
や
色
の
滲
み
な
ど
の
窯
変
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
取
り
入
れ
た
よ
り
高
次
の
コ
ン
セ
プ
ト
こ
そ
が
価
値
の
高
い
も
の
と
さ
れ
る
の
で

あ
る1

9

。 

こ
れ
を
受
け
て
、
山
本
健
吉
は
「
日
本
人
の
藝
術
観
の
底
に
は
日
本
人
の
自
然
観
が
横
た

わ
り
、
さ
ら
に
そ
の
底
辺
に
は
自
然
界
の
す
べ
て
を
霊
の
栖
と
考
え
、
生
き
た
存
在
と
考
え
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る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
思
想
が
あ
る2

0

」
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
代
西
洋
で
は
人
間
と
自

然
は
異
質
な
も
の
と
し
て
断
絶
し
て
お
り
、
唯
一
理
性
を
持
つ
存
在
で
あ
る
人
間
が
魂
を
持

た
な
い
機
械
的
自
然
よ
り
も
上
位
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
古
来
日
本
で
は
人
間

と
自
然
は
同
質
な
も
の
と
し
て
連
続
し
て
お
り
、
共
に
魂
を
有
す
る
同
胞
と
し
て
補
足
し
合

う
関
係
に
あ
る
。
そ
う
し
た
自
然
観
に
基
づ
く
日
本
の
伝
統
的
芸
術
観
で
は
、
人
間
が
理
性

を
偏
重
し
自
然
に
強
制
介
入
し
て
一
方
的
に
操
作
す
る
の
で
は
な
く
、
没
我
の
境
地
で
自
然

と
一
体
と
な
り
相
互
協
力
す
る
こ
と
で
一
つ
の
理
想
的
調
和
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
稲
賀
繁
美
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
プ
ラ
ト
ン

以
来
、
一
般
に
西
洋
の
制
作
観
は
上
位
の
「
形
相
」
を
下
位
の
「
質
料
」
を
用
い
て
具
現
す

る
こ
と
で
あ
り
、
芸
術
観
も
ま
た
上
位
の
芸
術
家
の
主
体
的
構
想
を
下
位
の
客
体
的
素
材
に

当
て
は
め
て
実
現
す
る
と
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
芸
術
家
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
一
方
で
、
素
材
自
体
は
無
価
値
で
あ
る
か
、
せ
い
ぜ
い
コ
ン
セ
プ

ト
の
実
現
に
従
順
な
性
質
が
評
価
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い2

1

。
従
っ
て
、
も
し
素
材
自
体
が
自

己
主
張
し
て
芸
術
家
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
を
阻
害
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
芸
術
作
品
と
し

て
は
失
敗
作
で
あ
り
価
値
の
低
い
も
の
と
見
な
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
関
根

が
《
位
相
‐
大
地
》
の
成
立
時
に
、
素
材
そ
の
も
の
が
初
期
構
想
を
超
え
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
の
感
動
を
肯
定
し
、
そ
の
啓
示
か
ら
「
も
の
派
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
方
向
性
を
力
強

く
展
開
し
え
た
こ
と
自
体
に
、
伝
統
的
な
東
洋
的
心
性
の
確
か
な
反
映
を
看
取
で
き
る
の
で

あ
る2

2

。 
 

こ
う
し
た
《
位
相
‐
大
地
》
に
お
け
る
自
然
と
の
協
働
と
い
う
要
素
は
、
関
根
の
他
の
作

品
に
も
様
々
に
見
て
取
れ
る
。 

例
え
ば
、
《
位
相
‐
ス
ポ
ン
ジ
》
（
図1

2

）
で
は
、
ス
ポ
ン
ジ
の
形
体
変
化
に
お
け
る
偶

然
性
に
自
然
と
の
協
働
を
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
ス
ポ
ン
ジ
の
歪
み

は
、
作
家
の
手
や
計
算
か
ら
離
れ
て
、
ス
ポ
ン
ジ
自
体
の
素
材
的
性
質
と
頭
上
の
鉄
板
の
重

み
の
相
互
作
用
に
よ
り
自
ず
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
そ
の
形
状
は
、
作
家

個
人
で
完
結
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
で
は
な
く
、
個
人
的
意
識
を
超
え
る
自
然
と
の
協
働

を
取
り
入
れ
た
よ
り
高
次
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
と
い
え
る
。 

ま
た
、《
空
相
‐
油
土
》
（
図1

3

）
で
も
、
油
土
の
形
体
変
化
に
お
け
る
偶
然
性
に
自
然

と
の
協
働
を
主
張
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
油
土
の
変
容
も
、
作
家
の
手

や
計
算
を
離
れ
て
、
油
土
自
体
の
素
材
的
性
質
と
鑑
賞
者
の
気
ま
ぐ
れ
な
接
触
の
相
互
作
用

に
よ
り
自
ず
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
や
は
り
そ
の
形
状
は
、
作
家
個
人

で
完
結
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
で
は
な
く
、
個
人
的
意
識
を
超
え
る
自
然
と
の
協
働
を
取

り
入
れ
た
よ
り
高
次
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
と
い
え
る
。 

こ
う
し
た
自
然
と
の
協
働
の
上
で
、
《
位
相
‐
大
地
》
に
は
さ
ら
に
そ
の
形
式
や
内
容
に

も
東
洋
的
心
性
を
様
々
に
観
取
で
き
る
。 

ま
ず
、
《
位
相
‐
大
地
》
に
は
、
平
地
に
穴
を
掘
っ
て
池
を
造
り
、
そ
の
掘
り
出
し
た
土

で
築
山
を
造
る
と
い
う
中
国
由
来
の
伝
統
的
な
作
庭
技
法
の
感
化
が
あ
る
。
事
実
、
関
根
は
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学
生
時
代
に
造
園
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ど
こ
か

で
意
識
さ
れ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る2

3

。 

ま
た
、
関
根
は
《
位
相
‐
大
地
》
の
発
想
源
の
一
つ
に
は
、
大
学
時
代
の
京
都
旅
行
で
感

銘
を
受
け
た
銀
閣
寺
の
向
月
台
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
向
月
台
は
、
境
内
に
白

砂
を
高
さ
一
．
五
五
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
直
径
三
．
二
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
の
直
径
一
．
二
メ

ー
ト
ル
の
円
錐
台
に
積
み
上
げ
た
砂
山
で
、
観
月
の
演
出
効
果
を
高
め
る
庭
園
装
飾
物
と
言

わ
れ
て
い
る
（
図2

3

）
。
実
際
に
、
関
根
は
《
位
相
‐
大
地
》
の
構
想
メ
モ
に
「
銀
か
く
寺

の
砂
の
円
錐
形
の
彫
刻
」
と
記
述
し
て
い
る2

4

。
さ
ら
に
、
関
根
の
大
学
時
代
の
先
輩
で
あ

る
柏
原
え
つ
と
む
は
、
関
根
が
京
都
の
寺
社
巡
り
の
後
に
興
奮
し
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
と

回
想
し
て
い
る
。 

 

関
根
「
白
砂
が
盛
り
上
げ
て
あ
る
だ
け
な
の
に
、
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
あ
の
砂
は
、
ど

こ
か
ら
持
っ
て
来
た
？
」、
柏
原
「
た
ぶ
ん
白
川
砂
だ
ろ
う
が
ど
こ
か
ら
か
は
知
ら
な
い
」
、

関
根
「
あ
れ
良
い
ね
ぇ
。
け
ど
、
他
所
か
ら
持
っ
て
く
る
よ
り
、
あ
の
場
を
掘
っ
て
山
を

作
れ
な
い
か
な
。
」
こ
の
言
葉
に
驚
か
さ
れ
、
君
の
才
能
を
見
た
気
が
し
た
。
こ
の
会
話
を

引
き
ず
っ
て
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
穴
の
掘
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
こ
の
時
点
で

須
磨
の
位
相
大
地
の
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。「
う
ま
く
や
ら
な
い
と
蟻
地
獄

に
な
る
よ
」
と
笑
っ
た
の
は
よ
く
覚
え
て
い
る2

5

。 

 

そ
し
て
、
関
根
は
《
位
相
‐
大
地
》
の
発
想
源
の
一
つ
に
は
、
上
賀
茂
神
社
の
立
砂
が
あ

っ
た
こ
と
も
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
立
砂
は
、
境
内
に
白
砂
を
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
円
錐

形
に
盛
り
上
げ
た
一
対
の
砂
山
で
、
祭
神
が
最
初
に
降
臨
し
た
神
山
を
模
し
た
、
祭
神
を
招

く
た
め
の
憑
代
と
さ
れ
て
い
る
（
図2

4

）。 

 

六
七
年
頃
は
私
は
日
本
美
術
に
傾
注
し
て
い
て
可
成
り
研
修
旅
行
を
し
て
い
た
の
で
、

四
～
五
回
は
柏
原
さ
ん
宅
に
厄
介
か
け
た
と
思
い
ま
す
。《
位
相
‐
大
地
》
も
か
な
り
根
底

に
銀
閣
寺
の
向
月
台
や
上
賀
茂
神
社
の
円
錐
形
の
盛
り
砂
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
す
が
、

柏
原
さ
ん
と
そ
の
辺
の
話
を
し
て
い
た
の
は
事
実
ら
し
い
で
す
ね2

6

。 

 

こ
う
し
た
盛
砂
造
形
は
、
東
洋
的
心
性
の
一
つ
の
反
映
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
来
東
洋
で

は
森
羅
万
象
に
は
聖
な
る
魂
が
宿
っ
て
お
り
、
自
然
の
凝
縮
物
に
は
そ
れ
が
強
く
顕
現
す
る

と
さ
れ
る
。
実
際
に
日
本
の
古
神
道
で
は
、
巨
石
は
磐
座
と
し
て
、
巨
木
は
神
木
と
し
て
信

仰
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
賀
茂
神
社
の
立
砂
は
、
現
在
で
も
民
間
で
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
鬼

門
や
裏
鬼
門
に
撒
か
れ
る
清
め
砂
の
起
源
で
も
あ
る
。 

こ
う
し
た
自
然
へ
の
深
い
敬
意
か
ら
、
東
洋
で
は
伝
統
的
に
自
然
を
価
値
の
高
い
も
の
と

見
な
す
美
意
識
や
文
化
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
近
代
西
洋
的
自
然
観
が
、
人
間
と
自
然
は
異

質
で
あ
り
、
人
間
を
自
然
よ
り
も
上
位
に
位
置
付
け
る
の
に
対
し
、
伝
統
東
洋
的
自
然
観
で
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は
、
人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
人
間
と
自
然
に
上
下
関
係
は
な
い
。
そ
し
て
、
東
洋
で

は
伝
統
的
に
、
真
善
美
の
源
泉
は
自
然
で
あ
り
、
あ
ざ
と
い
人
為
は
そ
の
分
だ
け
品
位
が
劣

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
然
も
末
端
で
は
過
剰
や
寡
少
を
発
生
さ
せ
る
の
で
、

人
間
は
自
ら
の
内
な
る
自
然
を
発
揮
し
て
外
な
る
自
然
を
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
人
間
と
自
然
は
相
補
的
協
働
関
係
に
あ
り
、
そ
う
し
た

人
間
が
自
然
の
本
質
を
理
想
的
に
発
現
さ
せ
る
方
向
性
を
言
い
表
す
言
葉
が
「
芸
道
」
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。 

こ
の
東
洋
的
自
然
観
に
基
づ
く
日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
生
花
は
、
文
字
通
り
人

間
が
花
の
本
質
を
理
想
的
に
生
か
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
花
で
は
、

華
道
家
が
自
然
を
抽
象
し
て
そ
の
美
を
純
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鑑
賞
者
に
大
自
然
全
体
の

美
を
暗
示
的
に
感
じ
取
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
要
素
の
限
定
に
よ
る
侘
し
さ
や
寂
し
さ
を

想
像
力
で
豊
か
に
補
う
働
き
が
、
日
本
の
伝
統
的
美
意
識
で
あ
る
「
わ
び
・
さ
び
」
で
あ
る
。

そ
う
し
た
「
わ
び
・
さ
び
」
の
美
学
の
典
型
は
、
千
利
休
の
有
名
な
朝
顔
の
逸
話
に
示
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
量
に
咲
き
乱
れ
る
朝
顔
を
期
待
し
て
訪
問
し
て
き
た
派
手
好
み
の

豊
臣
秀
吉
に
対
し
、
利
休
は
最
も
美
し
い
一
輪
だ
け
を
挿
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
秀
吉
の
心

に
無
限
に
広
が
る
満
開
の
朝
顔
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る2

7

。 

こ
う
し
た
自
然
を
凝
縮
す
る
こ
と
で
そ
の
本
質
を
味
わ
う
と
い
う
生
花
に
通
じ
る
感
受

性
は
、
関
根
作
品
の
多
く
に
窺
わ
れ
る
。
実
際
に
、
関
根
は
現
代
美
術
の
道
に
進
む
前
に
は

華
道
の
道
に
進
も
う
と
し
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
自
然

の
四
大
元
素
の
う
ち
土
を
象
徴
的
に
濃
縮
し
て
そ
の
広
大
無
辺
さ
を
味
わ
う
作
品
と
い
え

る
。
ま
た
、
《
空
相
》
（
図

1
5

・1
6

）
も
、
土
の
凝
縮
物
で
あ
る
岩
石
に
大
自
然
の
金
剛
界

的
な
広
が
り
と
奥
行
を
暗
示
さ
せ
る
作
品
と
い
え
る
。 

こ
う
し
た
関
根
芸
術
に
お
け
る
自
然
の
濃
縮
受
容
は
、
即
物
的
実
在
性
へ
の
身
体
的
反
応

と
共
に
、
情
緒
的
な
精
神
的
感
動
も
も
た
ら
す
。
こ
の
自
然
体
験
に
よ
る

、
、
、
、
、
、
、
身
心
変
容

、
、
、
、
の
代
表

的
事
例
が
、
四
大
元
素
の
う
ち
水
を
象
徴
的
に
濃
縮
し
て
そ
の
豊
饒
さ
を
享
受
さ
せ
る
《
空

相
‐
水
》（
図1

4

）
の
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
然
の
本
質
を
暗
示
す
る

即
物
的
実
在
性
が
、
鑑
賞
者
に
強
い
身
体
的
感
応
を
引
き
起
こ
す
の
み
な
ら
ず
、
内
面
に
深

い
癒
し
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

 

こ
の
作
品
を
前
に
し
て
あ
る
娘
が
涙
を
流
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。
私
は
近
づ

い
て
話
し
か
け
る
と
、
そ
の
娘
は
「
今
日
は
疲
れ
き
っ
て
、
私
は
こ
こ
に
来
た
の
で
す
が
、

こ
の
作
品
の
傍
に
い
る
あ
い
だ
に
…
…
お
お
く
の
癒
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
…
…
思
わ
ず

感
動
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
う
し
た
ら
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
…
…
」
と
語
り
終
わ
っ
て
、

は
に
か
ん
だ
微
笑
を
私
に
送
る
と
、
さ
っ
と
目
前
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
予
期
し

な
い
不
意
打
ち
の
会
話
に
、
私
は
う
ま
く
反
応
で
き
ず
に
、
寡
黙
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
す

ば
か
り
だ
っ
た
。
あ
の
時
作
者
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
え
ば
良
か
っ
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た
の
か
、
言
葉
な
く
黙
っ
た
ま
ま
で
良
か
っ
た
の
か
、
未
だ
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
的

確
な
対
応
は
見
つ
か
ら
な
い2

8

。 

 

既
に
見
た
よ
う
に
、
「
も
の
派
」
の
「
も
の
」
は
、
一
義
的
に
は
一
九
六
〇
年
代
末
の
現

代
日
本
美
術
に
お
け
る
観
念
性
に
対
す
る
実
在
性
の
強
調
を
意
味
す
る
。
そ
の
上
で
、「
も

の
派
」
の
原
点
で
あ
り
本
質
で
も
あ
る
《
位
相
‐
大
地
》
に
お
け
る
様
々
な
東
洋
的
心
性
の

反
映
は
、
「
も
の
派
」
の
「
も
の
」
が
さ
ら
に
深
い
レ
ベ
ル
で
芸
術
表
現
に
お
け
る
東
洋
的

感
受
性
を
も
含
意
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。 

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
鎌
田
東
二
は
、
日
本
語
の
「
も
の
」
は
、
物
質
性
と
し
て
の
「
物
」、

人
間
性
と
し
て
の
「
者
」
、
霊
性
と
し
て
の
「
霊 も

の

」
を
一
語
で
言
い
表
す
点
で
、
こ
れ
ら
の

互
い
に
異
質
な
三
つ
の
次
元
を
分
断
せ
ず
に
一
体
の
も
の
と
し
て
感
受
す
る
心
性
を
表
象

し
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
心
性
は
、
身
体
と
精
神

を
截
然
と
分
断
し
霊
性
を
無
視
す
る
、
デ
カ
ル
ト
の
物
心
二
元
論
に
代
表
さ
れ
る
近
代
西
洋

的
心
性
と
は
別
物
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る2

9

。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
語
の
「
も
の
」
に
お

け
る
「
物
＝
体
／
者
＝
心
／
モ
ノ
＝
霊
」
と
い
う
一
体
的
三
重
構
造
は
、
正
に
《
位
相
‐
大

地
》
が
内
包
す
る
、
即
物
的
実
在
性
に
よ
る
身
体
的
感
応
、
自
然
と
の
接
触
に
よ
る
精
神
的

感
動
、
自
然
の
凝
縮
物
に
対
す
る
聖
性
の
直
観
と
い
う
三
段
階
の
芸
術
的
内
容
と
的
確
に
対

応
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る3

0

。 

 

こ
う
し
た
《
位
相
‐
大
地
》
に
お
け
る
東
洋
的
心
性
の
問
題
は
、
同
時
代
の
一
見
類
似
す

る
現
代
西
洋
美
術
と
比
較
す
る
と
き
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
《
位
相
‐
大
地
》

で
は
掘
り
出
さ
れ
た
土
が
最
終
的
に
埋
め
戻
さ
れ
て
人
為
が
跡
形
も
な
く
霧
消
す
る
の
に

対
し
、
同
じ
よ
う
に
地
形
に
介
入
す
る
欧
米
の
ラ
ン
ド
・
ア
ー
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
も
人
為

が
自
然
を
改
変
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
分
析
で
き
る
。 

例
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ミ
ッ
ソ
ン
の
《
ス
パ
イ
ラ
ル
・
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
》（
一
九
七
〇
年
）

（
図2

5

）
は
、
湖
に
土
砂
等
を
用
い
て
先
端
が
渦
巻
状
の
巨
大
な
人
工
突
堤
を
築
く
作
品

で
あ
る
が
、
人
間
の
力
で
地
形
を
恒
久
的
に
作
り
変
え
よ
う
と
す
る
意
志
が
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
ク
リ
ス
ト
＆
ジ
ャ
ン
ヌ
＝
ク
ロ
ー
ド
の
《
海
岸
の
梱
包
》（
一
九
六
九
年
）
も
（
図

2
6

）
、
海
岸
を
長
さ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
丸
ご
と
梱
包
す

る
作
品
で
あ
る
が
、
人
間
の
自
然
に
対
す
る
あ
く
な
き
征
服
欲
と
環
境
へ
の
負
荷
の
膨
大
さ

を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
し
て
、
避
雷
針
を
用
い
て
落
雷
を
随
意
に
操
作
し
よ
う

と
す
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
マ
リ
ア
の
《
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
》（
一
九
七
七
年
）

（
図2

7

）
を
見
れ
ば
、
人
間
の
自
然
支
配
の
欲
望
が
神
の
位
置
に
ま
で
登
り
詰
め
よ
う
と

す
る
極
め
て
野
心
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

確
か
に
、
近
代
西
洋
の
そ
う
し
た
徹
底
し
た
人
間
中
心
主
義
と
合
理
主
義
を
も
っ
て
初
め

て
今
日
の
人
類
の
物
質
的
繁
栄
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
近
代
西
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洋
文
明
の
プ
ラ
ス
面
は
、
き
ち
ん
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
間
中
心
的
合

理
主
義
が
招
い
た
マ
イ
ナ
ス
面
で
あ
る
、
現
在
の
人
類
全
体
を
破
滅
さ
せ
か
ね
な
い
科
学
技

術
の
妄
信
的
暴
走
や
自
然
環
境
の
深
甚
な
破
壊
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
持
続
可
能
な
新
し
い

文
明
を
再
構
築
す
る
の
に
必
要
な
の
は
、
《
位
相
‐
大
地
》
に
表
象
さ
れ
る
自
然
と
親
和
的

で
循
環
的
な
東
洋
的
心
性
の
方
向
性
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
近
代
西
洋
を
超

え
て
東
洋
や
日
本
か
ら
独
自
な
も
の
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
、「
も
の
派
」
の
人
類

史
的
文
脈
に
お
け
る
今
日
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
新
し
い

時
代
の
望
ま
し
い
文
明
に
は
、
近
代
西
洋
と
東
洋
の
両
方
の
方
向
性
の
総
合
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
も
、「
ア
ー
ト
」
と
い
う
近
代
西
洋
の
文
脈
で
東
洋
的
心
性
を
表
現
す
る
「
も

の
派
」
は
極
め
て
重
要
な
文
化
的
意
義
を
有
し
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

                                          

          

 

1 

建
畠
晢
「
も
の
派
―
―
近
代
の
ア
ポ
リ
ア
」
、
鎌
田
東
二
編
著
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
論
』
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
〇
年
、
一
一
頁
。 

2 

関
根
伸
夫
『
風
景
の
指
輪
』
図
書
新
聞
、
二
〇
〇
六
年
、
四
一
頁
。 

3 

中
原
佑
介
「
幻
の
影
を
慕
い
て
」（『
眼
』
一
九
六
五
年
九
月
二
八
日
号
）、『
見
る
こ
と
の
神
話
』
フ
ィ
ル

ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
七
二
年
、
一
六
四
頁
。 

4 

こ
の
「
遠
近
法
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
中
原
佑
介
に
よ
れ
ば
「
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
と
い
う
物
体
と
、
遠
近
法
と

い
う
観
念
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
と
い
う
実
体
、
、
と
、

遠
近
法
と
い
う
虚
像
、
、
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
原
佑
介
「
芸
術
と
い

う
国
境
」（『
芸
術
生
活
』
一
九
六
九
年
一
月
号
）、『
見
る
こ
と
の
神
話
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
七
二

年
、
二
四
三
頁
。 

5 

さ
ら
に
、
関
根
は
位
相
幾
何
学
を
、
従
来
の
自
然
科
学
で
は
未
知
の
領
域
で
あ
る
生
命
体
（
脳
細
胞
や
植

物
等
）
の
発
達
過
程
を
捉
え
る
の
に
有
効
な
空
間
把
握
法
と
考
え
て
い
る
（
関
根
伸
夫
『
風
景
の
指
輪
』
五

三
頁
）。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
を
無
味
乾
燥
な
「
延
長
」（
デ
カ
ル
ト
）
で
は
な
く
生
命
に
満
ち
溢
れ
た
も
の

と
捉
え
る
東
洋
的
自
然
観
と
親
和
的
で
あ
る
。 

6 

石
子
順
造
「
絵
画
論
と
し
て
の
絵
画
」
『
ト
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
展 

盗
ま
れ
た
眼
』
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
、
東
京
画
廊
・
村
松
画
廊
、
一
九
六
八
年
四
月
、
一
‐
六
頁
（『
グ
ル
ー
プ
「
幻
触
」
と
石
子

順
造 

1
9

6
6

-1
9

7
1

』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
、
二
六
七
‐
二
七
二
頁
に
再
録
）
。
石

子
順
造
「
現
代
美
術
の
底
流
」（『
美
育
文
化
』
一
九
六
九
年
七
月
号
）、『
表
現
に
お
け
る
近
代
の
呪
縛
』
川

島
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
七
四
頁
。 

7 

堀
内
正
和
「
彫
刻
の
垣
根 

１ 

先
鋭
な
姿
」（『
華
道
』
池
ノ
坊
、
一
九
六
九
年
一
月
）、『
坐
忘
録
』
美

術
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
六
五
‐
二
六
六
頁
。 

8 

関
根
伸
夫
『
風
景
の
指
輪
』
五
六
頁
。 

9 

「
関
根
伸
夫
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー 

二
〇
一
四
年
四
月
二
四
日
」
『
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ

ー

・

ア

ー

カ

イ

ヴ

』

（http://www.oralarthistory.org/archives/sekine_nobuo/interview_01.php

） 
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1
0 

峯
村
敏
明
「
存
在
を
問
う
美
術
の
系
譜
」『
も
の
派
‐
再
考
』
国
立
国
際
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五

‐
三
一
頁
。 

1
1 

李
禹
煥
「
世
界
と
構
造
―
―
対
象
の
瓦
解
〈
現
代
美
術
論
考
〉
」
『
デ
ザ
イ
ン
批
評
』
風
土
社
、
一
九
六

九
年
九
月
号
、
一
二
一
‐
一
三
三
頁
。 

1
2 

李
禹
煥
『
出
会
い
を
求
め
て
―
―
新
し
い
芸
術
の
は
じ
ま
り
に
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
一
年
。 

1
3 

こ
の
よ
う
に
、
関
根
の
制
作
意
図
や
作
品
解
釈
が
多
義
性
を
持
つ
の
は
、
彼
自
身
の
生
来
の
資
質
に
加

え
、
大
学
時
代
の
斎
藤
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
ま
ず
関
根
の
制
作
は
、
単
一

の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
複
数
の
問
題
意
識
に
複
合
的
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
そ
し
て
、
関
根
は
そ
れ
ら
の
問
題
意
識
を
極
限
ま
で
抽
象
的
な
形
に
純
化
す
る
の
で
、
そ
の
作
品
は

完
成
後
さ
ら
に
様
々
な
解
釈
を
誘
発
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
斎
藤
の
指
導
に
よ
り
、
具
象
性
が
特
定

の
意
味
を
持
つ
の
に
対
し
、
抽
象
性
は
特
定
の
意
味
を
持
た
な
い
た
め
に
か
え
っ
て
多
様
な
解
釈
を
許
容
し

う
る
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
も
有
効
に
働
い
て
い
る
。 

1
4 

小
清
水
漸
・
関
根
伸
夫
・
菅
木
志
雄
・
成
田
克
彦
・
吉
田
克
朗
・
李
禹
煥
「
特
集
＝
発
言
す
る
新
人
た

ち 

〈
も
の
〉
が
ひ
ら
く
新
し
い
世
界
」『
美
術
手
帖
』
一
九
七
〇
年
二
月
号
、
三
四
‐
五
五
頁
。 

1
5 

こ
の
辺
り
は
、
次
の
二
著
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
千
葉
成
夫
『
現
代
美
術
逸
脱
史
』
晶
文
社
、
一
九

八
六
年
。
中
ザ
ワ
ヒ
デ
キ
『
現
代
美
術
史
日
本
篇 

1
9

4
5

-2
0

1
4

』
ア
ー
ト
ダ
イ
バ
ー
、
二
〇
一
四
年
。 

1
6 

作
家
達
自
身
が
名
乗
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
、「
も
の
派
」
の
構
成
員
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た

だ
し
、
本
稿
で
見
た
一
九
六
〇
年
代
末
に
お
け
る
観
念
に
対
す
る
実
在
の
強
調
と
い
う
「
も
の
派
」
の
定
義

か
ら
は
、
関
根
、
吉
田
、
小
清
水
、
本
田
、
成
田
、
菅
、
李
以
外
に
も
「
も
の
派
」
と
呼
び
う
る
作
家
達
を

挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
関
根
達
と
交
流
の
深
か
っ
た
、
東
京
芸
術
大
学
出
身
の
榎
倉
康
二
と
高
山
登
や
、

日
本
大
学
芸
術
学
部
出
身
の
原
口
典
之
等
で
あ
る
。
彼
等
は
、
峯
村
敏
明
に
よ
り
「
も
の
派
」
の
初
期
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
形
態
の
担
い
手
と
し
て
「
李
＋
多
摩
美
系
」「
芸
大
系
」「
日
大
系
」
グ
ル
ー
プ
と
分
類
さ
れ
て

い
る
（
峯
村
敏
明
「『
モ
ノ
派
』
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」『
モ
ノ
派
』
展
図
録
、
鎌
倉
画
廊
、
一
九
八
六
年
／

二
〇
一
二
年
、
一
頁
）。
本
稿
は
、
関
根
の
《
位
相
‐
大
地
》
こ
そ
が
「
も
の
派
」
の
本
質
を
最
も
体
現
し

て
い
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。 

1
7 

小
倉
正
史
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
、
海
野
弘
・
小
倉
正
史
『
現
代
美
術
』
新
曜
社
、
一
九
八
八
年
、

一
七
二
‐
一
七
三
頁
。 

1
8 

一
九
七
三
年
一
一
月
一
七
日
・
一
八
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
文
化
会
議
の
第
四
回
東
西
文
化
比
較
研
究

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
高
階
秀
爾
の
発
言
を
参
照
。
日
本
文
化
会
議
編
『
東
西
文
化
比
較
研
究 

自
然
の
思
想
』

研
究
社
、
一
九
七
四
年
。 

1
9 

「
東
洋
の
陶
器
の
鑑
賞
に
偶
然
性
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
見
る
の
も
い
い
。
陶

器
の
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
窯
の
中
の
火
が
作
者
の
意
図
と
は
或
度
の
独
立
性
を
保
っ
て
制
作
に
与
か
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
形
に
ゆ
が
み
が
で
き
た
り
、
色
に
味
が
に
じ
み
出
た
り
す
る
。
言
わ
ゆ
る
窯
変
は
芸
術

美
自
然
美
と
し
て
の
偶
然
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
九
鬼
周
造
「
偶
然
性
の
問
題
」『
九
鬼
周
造
全
集 

第
二

巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
二
二
二
‐
二
二
三
頁
）。 

2
0 

山
本
健
吉
『
い
の
ち
と
か
た
ち―

―

日
本
美
の
源
を
探
る
』
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
。 

2
1 

稲
賀
繁
美
「
モ
ノ
の
気
色
（
け
し
き
）
―
―
物
質
性
よ
り
立
ち
昇
る
精
神
の
様
相
」『
物
気
色
』
美
学
出

版
、
二
〇
一
〇
年
（
稲
賀
繁
美
『
接
触
造
形
論
―
―
触
れ
あ
う
魂
、
紡
が
れ
る
形
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
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二
〇
一
六
年
に
再
録
）。
さ
ら
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
焼
物
に
お
け
る
自
然
作
用
に
つ
い
て
は
、
窯
入
れ
時

の
焼
成
と
共
に
、
素
材
自
体
の
性
質
も
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と
は
次
の
論
考
に
詳
し
い
。
近
藤
髙
弘
「『
モ

ノ
』
感
覚
価
値
―
―
工
芸
と
美
術
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
鎌
田
東
二
編
『
モ
ノ
学
の
冒
険
』
創
元
社
、
二
〇

〇
九
年
。
ま
た
、
拙
稿
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
活
動
報
告
二
〇
一
五
・
『
現
代
京
都

藝
苑
二
〇
一
五
』
を
中
心
に
」『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
一
〇
号
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究

セ
ン
タ
ー
／
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
も
参
照
。 

2
2 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
李
禹
煥
は
一
九
八
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
で
教
員

を
し
た
際
の
経
験
と
し
て
、
西
洋
の
学
生
や
教
師
が
作
品
を
制
作
す
る
際
に
は
最
初
に
明
確
な
構
想
を
持
っ

て
出
発
し
な
が
ら
や
が
て
実
践
の
過
程
で
そ
の
構
想
が
変
化
し
て
い
く
の
に
対
し
、
東
洋
の
学
生
や
教
師
は

最
初
は
構
想
を
持
た
な
い
ま
ま
出
発
し
な
が
ら
や
が
て
実
践
の
過
程
で
明
確
な
構
想
に
辿
り
着
く
傾
向
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
芸
術
制
作
上
の
感
受
性
の
相
違
は
、
あ
く
ま
で
も
一
般
論
で
あ
る

と
は
い
え
、
あ
る
程
度
ま
で
は
今
日
も
妥
当
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
李
禹
煥
・
酒
井
忠
康
「
対
談 

開

か
れ
た
空
間
と
の
照
応
」『
版
画
藝
術
』
第
九
九
号
、
阿
部
出
版
、
一
九
八
八
年
、
六
六
頁
。 

2
3 

二
〇
一
五
年
二
月
二
八
日
に
京
都
大
学
文
学
部
新
館
第
三
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
、
関
根
と
筆
者
に
よ

る
「
現
代
京
都
藝
苑
二
〇
一
五
」
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
対
談
「
日
本
的
感
受
性
と
日
本
近
現
代
美
術
」
に
よ
る
。 

2
4 

『「
位
相
‐
大
地
」
の
考
古
学
』
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
二
五
頁
。 

2
5 

梅
津
元
「
ふ
た
た
び
、《
位
相
‐
大
地
》
を
め
ぐ
っ
て
（
前
編
）」『
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス 

ソ

カ
ロ
』
二
〇
一
四
年
六
月
‐
七
月
号
。 

2
6 

同
前
。 

2
7 

熊
倉
功
夫
校
注
『
山
上
宗
二
記
―
付
・
茶
話
指
月
集
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。 

2
8 

筆
者
が
関
根
に
提
供
を
受
け
た
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
〇
日
付
の
未
発
表
の
草
稿
「
私
見
―
―
も
の
派

と
ミ
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
」
よ
り
引
用
。 

2
9 

鎌
田
東
二
「
モ
ノ
学
の
構
築
」、
鎌
田
東
二
編
『
モ
ノ
学
の
冒
険
』
創
元
社
、
二
〇
〇
九
年
。 

3
0 

上
賀
茂
神
社
の
立
砂
、
銀
閣
寺
の
向
月
台
、
龍
安
寺
の
石
庭
、
東
大
寺
の
大
仏
等
に
共
通
す
る
特
徴
は
、

ま
ず
巨
大
な
即
物
的
実
在
性
を
身
体
的
に
感
じ
さ
せ
、
そ
の
上
で
情
緒
的
な
精
神
的
意
味
を
感
受
さ
せ
る
点

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
《
位
相
‐
大
地
》
は
こ
れ
ら
の
日
本
の
伝
統
的
造
形
文
化
の
直
系
の
継
承
者
と
い

え
る
。 

  

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
二
四
日
に
京
都
造
形
芸
術
大
学
人
間
館
四
階
四
〇
二
教
室
で
行
わ
れ
た
、
モ

ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
＋
ワ
ザ
学
研
究
会
の
合
同
研
究
会
に
お
け
る
関
根
伸
夫
氏
の
講
演
「
も
の
派
の
活

動
と
ア
ー
ト
」、
及
び
二
〇
一
〇
年
一
月
一
六
日
に
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ

た
、
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
芸
術
部
会
「
も
の
派
と
モ
ノ
学 

も
の
か
ら
モ
ノ
へ
」

で
提
出
さ
れ
た
問
題
意
識
の
継
続
的
発
展
で
あ
る
。 

 

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
直
接
ご
教
示
と
資
料
提
供
を
頂
い
た
関
根
伸
夫
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 


